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み

ず

る

箕
、
快
、
竹
刀
、
竹
申
中
、
竹
と
ん
ぼ
・:
。
古
来
よ

が
an

り
日
本
人
は
、
竹
を
身
近
な
生
活
道
具
や
玩
具

t
し

て
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
竹
は
軽
く
て
弾
性
仁
富
み
、

繊
維
が
ま
っ
す
ぐ
そ
ろ
っ
て
い
て
鍛
密
。
細
〈
裂
い

て
も
均

一
で
強

い
と
い
う
特
性
を
備
え
て
い
ま
す
。

十
歳
の
こ
ろ
よ
り
、
蚕
の
龍
な
ど
を
作
っ
て
き
た

t
い
う
水
沢
さ
ん
。
「
竹
は
薄
〈
割
る
の
が
難
し
い
。

割
り
方
、
で
良
く
も
な
り
悪
く
も
な
る
」
。
子

E
も
の
と

き
か
ら
の
ド
地
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
竹
の
性
質
が

熟
知
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

一
昔
前
ま
で
は
、
農
具
、

漁
共
、
建
築
材
な
ど
か
な
り
の
誠
一安
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
普
及
な
ど
で
需

要
が
激
減
。

二
十
年
は
ど
前
よ
り
、
竹
垣
専
門
仁
切

り
替
え
ま
し
た
。

「こ
れ
も
時
代
の
流
れ
。
お
や
じ

の
代
か
ら
の
家
業
な
の
で
、
今
さ
ら
変
え
る
わ
け
に

も
い
か
な

い
よ」

と
あ
っ
さ
り
:・
。

一
方
、
「
今
は
庭
を
つ
ぶ
し
て
で
も
車
庫
に
す
る
。

だ
ん
だ
ん
味
気
な
く
な
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
。
生
活

t

い
う
も
の
に
は
無
駄
も
必
要
き
」

t
経
済
性

・
合
理

や

暗

性
の
み
を
追
求
す
る
現
代
の
生
活
へ
の
郷
撒
と
も

t

れ
る
ひ
と
言
が
ズ
シ
ン
と
心
に
響
き
ま
し
た
。

-水沢長則さん
(57歳・三好町)

伝統附@
| 竹垣製造|

竹の性質知りつくす
お知らせ号】
〈再生紙を使用しています〉



新たに「昼間」を
設げ、750円に/

、、Z2722立上回11が料金改定 I

、1
ァ
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
が
使
用
料
を

，fA
改
定
す
る
そ
う
で
す
が
、
新
し
い

4.‘

料
金
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
今
度
、
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

へ
初
め
て
行
こ
う
と
国
ゅ
う
の
で
す
が
、
内
部

の
施
設
や
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

h

ア
ク
ア
プ
ラ
、
ザ
上
聞
は
、
子
ど
も

a・
司

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
く
健
康

ノ
F

づ
く
り
が
で
き
る
通
年
型
の
プ
ー

ル
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
し
て
約
一
年
に
な
り

ま
す。

こ
れ
ま
で
に
、

設
置
目
的
か
ら
み
た

料
金
設
定
、
施
設
や
そ
の
運
営
な

E
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
や
提
言
が
あ
り
ま
し
た。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
し、

料
金
の
改
定
な

ど
を
検
討
し
た
内
容
(
室
内
プ
ー
ル
粂
例
中

の

一
部
改
正
)
が
三
月
定
例
市
議
会
、
て
可
決

さ
れ
た
も
の
で
す
。
改
正
ま
た
は
新
た
に
設

け
ら
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ω使
用
区
分
に
新
た
に寸
昼
間
」
を
設
け
る
。

ω使
用
区
分
の
夜
間
の
時
聞
を
「
午
後
六
時

か
ら
」
を
「
午
後
五
時
か
ら
」
に
改
め
る
。

ω使
用
区
分
に

「
六
十
歳
以
上
」
を
加
え
、

里
子
生
以
下

t
同
様
と
す
る
。

川
刷
新
た
に

「グ
ル

ー
プ
券
」
を
設
け
、

一
年

券
と
す
る
。

間
家
族
問
に
新
た
に
「
家
族
券
」
を
設
け
る
。

側
団
体
割
引
を

「
三
十
人
以
上
」
を
改
め
て

「
十
五
人
以
上
」
に
。

的
新
た
に
「健
康
浴
室
利
用
券
」
を
設
け
る
。

使 用 事十

使 周 区 分 昼 間 夜間 全日

{午午前後川5崎暗かまでら {午午後後S9時暗かまらで (午午前後川9崎時かまでら} 

一 鍛
1 回券 750円 500円 900同
回数券(11回券} 7.500円 5.000円 9.∞OFl 

中学生以下 回 券 500円
イ回 人 &ぴ60歳以上 回数券(11回券) 5. 000円

健康浴室
1 回券 300内

間数券(11!El券) 3. 000円
通 年 券 1人1年間につき 30. 000円

国 体 鍛 1人1固につき 600同
(15人以よ) 中学生以下及びω歳以よ 1人1固につき 400同

グ Jレ プ 券 1年間1枚につき 50. 000円

家 2主 券
家族2人1年間につき 50.000円
家族3人1年間につき 60.000円

()主} 家族の宙E図，;t、同居している 家族4人1年間につき 70.000同
貌族です。 以下1人織すごとに 10.∞0内加算

体力測定機器使用料 1人1固につき 400円

(6月l白から)「アクアプラサ'上田J使用料新料金表

令海の気分を満喫※日曜・祝日は、午後5時閉館のため、一般は昼間料金のみの適用

広報うえだ5.4.16 [2] 

柴
崎
先
生
の
作
品
残
し
て

上
回、
て
は
「美
術
館
を
考
え
る
会
」

が
進
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、

写
真
の
部
、
て、

ハ
ur
-
-K
・
シ
ゲ
タ

氏
、
成
沢
玲
川
氏
、
高
桑
勝
雄
氏
と

と
も
に
、

信
濃
の
代
表
的
山
岳
写
真

家
の
柴
崎
高
陽
先
生
の
作
品
も
ぜ
ひ
、

収
蔵

・
展
示
の
核
と
し
て
位
置
づ
り

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

柴
崎
先
生
は、

独
学
で
写
真
技
術

を
修
得
さ
れ
、
世
界
的
評
価
ぞ
得
な

が
ら
も
上
聞

に

t
ど
ま
り
、
信
濃
の

四
季
、
風
俗
を
撮
り
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

「写
友
会
」
は
、
現
在
の
「
上

回
写
真
ク
ラ
ブ
」
の
前
進
に
あ
た
り
、

そ
の
足
跡
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
門
下
生
が
呼
び
か
け

を
し
て
い
ま
す
が
、
わ
た
し
も
先
生

の
夢
が
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
、
で
き

る
だ
け
協
力
し
た

い

t
思
い
ま
す
。

平
林
玲
子
さ
ん

(
位
歳
・
五
加
)

「あ
な
だ

・
わ
定
し
の
声
」
へ
の
投
稿

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
三
百
字
以
内
に

ま
と
め
て
、
-
T
郷
市
内
大
手
-
ga--
二
|

二
ハ

トム
田
市
役
所
秘
書
課
広
報
担
当

ま
で
ど
う
ぞ
。



こ
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
市
政

ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
改
め
、
市
政
に
関
す
る
内
容

を
質
疑
応
答
形
式
で
お
送
り
す
る
「
市
政

Q
&

A
」
に
紙
面
を
模
様
替
え
し
ま
し
た
。

3雪D市の動ち出
剛
V
L

一日消防長委嘱(アメリカのそーリー・

マーハーさん・ 23歳) =写真=

1日

区
分
に
「
六
十
歳
以
上
」
を
加
え
た
理
由
は
、

高
蹄
化
社
会
に
向
け
て
の
病
気
予
防
と
、
医

療
費
の
軽
減
化
に
役
立
て
、
ま
た
老
齢
基
礎

年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
が
六
十
歳
か
ら
扱
わ

れ
る
こ
と
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
六
月

一
日

ωか
ら
で
す
。

(
新
料
金
表
は
下
表
の
と
お
り
)

ー
ル
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ

l
ル
な
ど
の
ほ
か
、

サ
ウ
ナ
室
や
薬
湯
の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
健
康
増
進
が
図
れ
る

コ
ー
ナ
ー
と
し
て

「健
康
づ
く
り
室
」
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ぜ

ユ

1
タ
ー
を
使
っ
た
体
力
測
定
や
、
運
動
処
・

方
に
基
づ
い
て
自
分
に
合
っ
た
運
動
メ

ニ
ュ

ー
で
、
専
門
指
導
員
の
指
導
が
受
け
ら
れ
ま

す。

-
健
康
施
設
や
各
種
教
室
も

ア
ク
ア
プ
ラ
、
ザ
上
聞
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
人
が
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
の
で
き

る
プ
ー
ル
で
す
。
内
部
に
は
二
十
五
メ
ー
ト

ル
プ
ー
ル
(
深
さ
が
調
節
可
能
)
や
造
波
プ
ー

ル、

「川
下
り
」
が
体
験
で
き
る
渓
流
下
り
プ

こ
の
よ
う
に
個
人
で
も
気
鮭
に
健
康
づ
く

り
が
楽
し
め
る
ほ
か
、
初
心
者
の
水
泳
教
室

や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
な

E
も
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
回
(
宮

@
2
6
2
6
)
、
体
育
課
(
内
線
1
7
5
3
)

吟
大
型
庖
へ
立
入
検
査
を
す

る
一
日
消
防
長
の
モ

l
リ
l
-

マ
l
ハ
ー
さ
ん

2日 3月定例市議会招集日

3日 市民と市長の日

6日 高齢者学園卒業式(高齢者福祉センター)

7日 上田市文化財保讃審査会(市民会館)・同

現地視察(下室賀・ 三頭獅子舞いとさきら踊

り、大手町 ・宣教師館)

11日 北陸新幹線用地及び下堀ノ吋パス用地上

岡市下城・上堀地区調印式

16日 浦里財産区議会 ()II西支所)

18日 上信越自動車道用地上田市契約調印式

(ハニーウエノレ) 下室賀財産区議会(下室賀

生活改善センター)

22日 上室賀財産区議会(室賀基幹集落センター)

23日 第1回上岡市都市景観賞表彰式国際交

流研究委員会先進地視察(松本市)

23日 別所温泉財産区議会(別所温泉センター)

25日 市立保育閤卒園式(各保育園)=写真下=

26日 上岡市自治会連合会総会(中央公民館)
l.')A 

塩尻保育園竣工式=記事 6ページ=

28日 上田民踊まつり(市民会館)

30日 第 3回広報モニタ一会議(10人)

31日 神科北部ほ場整
Lゅん

備事業竣工式=写真=

(-19日)

• 

E 

~たっぷり休もう
ゴ-)レデンウィーク~

1・

里

16 

而民と市長の日1

5月7日⑧

午前9時~正午

市長室
(市役所3階)

[3] 広範うえだ5.4.



駐
車
場
附
置
義
務
条
例
が

公
布
さ
れ
ま
し
た

J

一凡
て
卜
六
日
に
「
上
問
山
建
築
物
に

お
け
る
悦
市
施
設
の
附
百
等
に
関
す
る
粂

例
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に

よ
り
、
雄
物
の
新
築
咋
ゐ
屯
す
る
場
A
H
に
原

則
と
し
て
駐
市
場
の
設
世
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。
粂
例
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

ロ
対
象
と
な
る
場
合
は
・

商
業
地
域
や
近
隣
商
業
地
域
内
で
建
物

の
新
築
、
増
築
、
用
途
変
更
を
す
る
場
合

1
図
参
照

1

ロ
対
象
と
な
る
建
物
は
・.• 

床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
建
物
。
面
積
の
算
出
方
法

1
〔特

定
用
途
(
駐
市
場
需
要
を
発
生
さ
せ
る
建

物
)
の
部
分
の
床
耐
梢
〕
+
〔
非
特
定
川
途

(
駄
車
場
前
.
些
を
あ
ま
り
先
生
し
な
い
他

物
)
の
部
分
の
床
国
税
×

1
一2
〕

ロ
必
要
台
数
は
・

特
定
用
途
の
雄
物
に
つ
い
て
は
、
百
五

十
平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一
台
。
非
特
定

期
途
の
建
物
に
つ

い
て
は
、
四
百
五
十
平

方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き

一
台

ロ
届
け
出
は
・
・
・

建
築
確
認
申
請
の
前
に
所
定
の
用
紙
と

図
面
を
付
け
て
市
役
所
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

ロ
違
反
す
る
と
・・・

粂
例
に
違
反
し
た
場
合
、
違
反
是
正
の

た
め
の
措
置
命
令
や
罰
金
が
あ
り
ま
す
。

ロ
施
行
期
日
な
ど
は
・
..
 

平
成
五
年
十
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
が
、
経
過
措
置
2

と
し
て
、
施
行
の
日
か

ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
工
事
着
手
し

た
場
合
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ロ
特
例
に
つ
い
て
は
:
・

大
規
模
な
事
務
所
や
延
べ
而
積
が
六
千

平
方
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
も
の
に
つ
い
，

て
の
台
数
逓
減
の
特
例
や
、
同
唱
の
敷
地

内
に
駐
市
場
を
設
け
ら
れ
な
い
場
合
の
特

例
が
あ
り
ま
す
。

※
特
定
用
途
の
建
物
の
具
体
例

劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
縦
覧

場
、
公
会
堂
、
集
会
場
、
脳
示
場
、

結
婚
式
場
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
百
貨

応
、
そ
の
他
の
庖
舗
、
ポ
ー
リ
ン
グ

場
、
体
育
館
、
遊
戯
場
、
事
務
所
、

病
院
、
倉
庫
、
工
場
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ

5
2
5
)
 

都
市
計
画
課
(
内
線
1

市
職
員
人
事
異
動

[4] 

4
月
1
日
付
け

広報うえだ5.4.16 

-
節
目
炭
級

v参
事
兼
会
計
課
長
〈
会
計
察
長
〉
竹
沢
栄
一

・
課
長
級

甲
商
工
課
長
ハ
農
将
霊
髄
課
長
〉
成
沢
宏
昭

q
一震符

整
備
課
長
兼
公
股
地
方
卸
売
市
渇
開
設
準
備
室
長
ハ
農
村

下
水
道
線
長
〉
小
称
隆
利

v
R
符
下
水
道
課
長
〈
農
政

部
付
)
阪
口
太
作

q
都
市
開
発
問
院
長
ハ
工
務
稼
畏
〉
竹

園
碑
婦
之

q
消
防
郎
総
簿
操
畏
・消
防
本
郎
総
務
擦
畏
〈
郷

南
解
阪
会
館
長
〉
原
佳
克

q
工
務
際
畏
ハ
都
市
開
発
際

自
8
中
沢
紀
雄

甲
一
寂
育
餐
員
会
穆
務
局
伺
・
倒
上
田
市

俸
育
協
会
派
遣
〈
商
工
際
-
R
〉
山
崎
圏
直
輿

vm爾
解
般

会
館
畏
策
協
州
問
公
民
館
侵
〈
選
参
管
理
蚕
員
会
事
務
局
局

侵
禰
佐
〉
関
陽

-
線
喪
繍
佐
級

v
生
活
環
波
探
際
畏
繍
佳
兼
環
植
田
行
動
班
畏
〈
公
置
管

理
事
務
所
所
侵
縄
住
輪
車
登
備
係
長
)
西
山
金
治

v
児
滋

保
育
課
稼
長
橋
佳
兼
保
育
係
長
(
収
税
課
課
長
褐
佐
策
管

理
係
長
〉
柄
沢
鯵
利

句
警
防
第
二
課
課
長
繍
佐
・
南
郡

消
防
署
副
署
長
策
叙
急
係
長
(
嘗
防
第
一
課
課
長
崎
伺
佐

・

0
央
消
防
署
副
署
長
兼
毅
急
係
長
〉
矢
島
隆
男

q
警
防

第
四
課
課
長
補
佐

・
川
西
分
署
分
署
長
補
佐
兼
庶
務
係
長

(
嘗
防
第
二
課
課
長
褐
佐

・
南
郡
消
防
署
副
署
長
薬
物
航
急

係
長
〉
宮
下
脂
肪
利

T
管
財
譲
謀
長
補
佐
蓑
管
局
係
長
〈
管

飼
係
長
〉
市
村
良
夫

甲
保
健
予
防
課
課
長
補
佐
兼
保
健

相
談
係
長

〈
保
健
相
該
係
長
〉
倍
以
口
津
守
7

q
高
齢
者
福

祉
課
課
長
繍
佐
兼
高
齢
者
係
長
〈
高
齢
者
係
長
〉
古
平
実

甲
高
齢
者
福
祉
諜
擦
一
安
補
佐
兼
医
療
鎗
伺
係
長
ハ
医
療

給
伺
係
長
)
袋
口
干
鶴
子

q
児
童
保
育
課
課
長
繍
佐
兼

掬
戦
第
二
保
育
園
長
〈
抑
制
第
二
保
育
問
長
〉
愈
島
秀
子

q
児
童
保
育
際
限
長
補
佐
兼
川
辺
保
育
園
長
〈
目
録
保

育
園
長
)
小
綿
子
恵
子

q
児
童
保
育
際
線
長
崎
側
佐
策
東

沼
田
保
育
園
E

R

(

東
沼
田
保
宵
毘
置
き
芭
平
三
枝
子

甲

児
量
保
育
線
線
侵
凋
佐
嫌
塩
田
北
保
育
園
畏
ハ
神
絢
第
一

保
育
園
・

8
須
原
栄
予

工
児
書
保
湾
銀
探
畏
補
佐
前
線
白

銀
保
育
園
畏
(
縛
川
第
一
保
育
園
置
き
市
川
美
智
ヱ
d

q

労
政
際
線
畏
繍
佐
策
勧
労
香
福
従
セ
ン
タ
ー
館
長
(
鮎
勤
労

者
福
従
セ
ン
タ
ー
館
畏
〉
愈
援
冨
美

q
高
速
受
通
線
線

畏
繍
佐
兼
新
総
線
係
長
ハ
新
酔
射
線
係
長
〉
窃
川
濁
一
郎

マ
防
災
課
課
長
縄
住
・
予
防
線
接
侵
栂
佐
策
箔
穂
係
自
民
〈
消

防
郡

・
指
導
係
長
〉
山
浦
賢
二
郎

甲
讐
防
第

一
課
課
長



商業地域および近隣商業地域

善
意
ぞ
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
す
。

マ
山
崎
一
平
梯
(
山
口
)

五
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
安
藤
病
院
棟

二
万
三
千
八
百
十

八
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し

てマ
長
野
県
連
合
青
果
側
様
み
か
ん

五
十
箱
市
内
福
祉
施
設
へ

マ
側
西
沢
書
唐
様

絵
画
一
商

庁
舎
へ

市

マ
踏
栄
会
様

二
万

一
千
五
百
四
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
L
し
し
て

マ
中
島
静
子
様
(
東
京
都
新
宿
区
)

五
十
万
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

と
し
て

マ
上
田
信
用
金
庫
糠
ビ
ニ
ー
ル
製

い
す
カ
パ

l
千
六
百
枚
市
民
会
館

客
席
へ

マ
上
回
魚
商
業
協
同
組
合
様
サ
ケ

切
り
身
百
切
報
恩
寮
へ

マ
日
本
電
信
電
話
側
長
野
県
内
社
員

一
同
様
レ

ー
ザ
ー
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ

ト
一
式
報
思
寮
へ

マ
宮
沢
栄
子
様
(
浦
野
)
ぞ
う
き

ん
七
十
枚
浦
卑
小
学
校
へ

マ
鳥
清
様

一
万
六
千
九
百
五
十
円

社
会
橋
祉
基
金
積
立
金
ー
と
し
て

マ
山
崎
啓
次
郎
様
(
上

塩

尻

)

ワ

ル
チ
米
六
十
J

報
思
寮
へ

マ
山
寺
豊
一
様
(
鍛
冶
町
)
百
万

円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
ー
と
し
て

マ
角
田
恵
一
様

(
材
木
町
)
電
気

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
一
台
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ

マ
石
井
偽
馬
様
(
半
過
)
十
六
万

一
千
二
百
三
十
二
円
交
通
安
全
対

悼倒ι

一佐

・
申
央
消
防
署
副
署
長
兼
予
防
係
長
(
長
野
県

・
消

防
学
授
〉
酒
井
昭
平

甲
山轡
防
第
二
課
課
長
織
佐
・
南
部

消
防
署
部
署
長
兼
予
防
係
長
(
消
防
部

・
南
部
消
防
署
予

防
係
長
〉
増
沢
熔
男

v
会
計
課
課
長
繍
佐
兼
出
納
係
長

(
出
納
係
長
〉
水
谷
和
子

甲
第
二
学
絞
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
矯
佐
兼
第
一
給
食
係
長
ハ
第
一
給
食
係
長
〉
保
坂
良

夫

q
第
二
学
校
悼
飽
食
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼
第
二
総
食

係
長
〈
第
二
結
食
係
長
)
渡
辺
文
雄

-
係
長
級

工
沼
田
支
所
庶
務
振
興
係
長
兼
住
民
係
長
〈
報
恩
寮
業

務
係
長
)
句
内
尚
南
道

V
惜
祖
国
勉
区
奇
線
放
送
所
長
〈
塩

田
支
所
庶
務
振
興
係
長
〉
志
摩
策

一

v
収
税
調
酔
管
理
係

長
(
第
二
学
絞
給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
〉
原
田
秀
彦

q
塩
臼
事
業
所
長
〈
保
育
係
長
〉
平
綜
裕
蔵

v
報
恩
寮

業
務
係
長
〈
塩
田
飽
区
育
線
政
送
所
長
)
西
沢
嘉
猷

q

図
書
舘
奉
仕
係
長
〈
上
回
惚
減
広
銀
行
政
事
務
組
合
事
務

局
庶
務
係
長
〉
中
村
宗
作

甲
山
児
護
保
育
課
施
叡
係
長
ハ
図

書
館
奉
仕
係
長
〉
西
沢
敏
文

V
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
次
長
〈
児
童
保
育
課
施
設
係
長
〉
林
和
男

v上
田
地

獄
広
減
行
政
軍
事
務
総
合
事
務
局
庶
務
係
長
〈
乳
児
院
長
〉

倹
尾
正
広

v
保
険
総
信
係
長
〈
中
央
公
民
館
主
室
〉
森

山
来
子

q
乳
児
院
長
兼
産
院
業
務
係
長
〈
生
活
環
嶋
田
課

主
査
〉
浅
見
弘
目
白

甲
公
園
管
理
事
務
所
護
備
係
長
ハ
工

務
課
主
査
〉
清
水
経
徳

q
第
二
学
絞
給
食
セ
ン
タ
ー
庶

務
係
長
ハ
高
齢
者
福
祉
課
主
査
〉
細
川
硲
失

策
資
金
と
し
て

マ
長
野
県
板
金
工
業
組
合
上
小
支
部

棟

三
万
円
社
会
福
祉
基
金
積
立

資
金
と
し
て

マ
三
吉
治
敬
様
(
大
手
町
)
宣
教

師
館

一
棟

マ
綿
半
鋼
機
棚
上
田
支
唐
様
文
具

セ
ッ
ト
三
佃
生
活
保
護
世
帯
の
入

学

・
進
学
者
ヘ

マ
信
州
鋼
機
側
棟
十
万

円

報

恩

寮
施
設
整
備
積
立
金
と
し
て

マ
上
回
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

サ

ク
ラ
八
十
五
本
市
民
の
森
公
闘

へ

マ
美
術
館
を
考
え
る
会

二
十
八
万

一
千
八
百
九
十
四
阿
美
術
館
建
設

に
向
け
て
の
諸
費
用
と
し
て

マ
市
村
正
富
梯

(
新
聞
)

一
万

一

6

千
五
百
円
祉
会
福
祉
基
金
積
立
金

ー

と
し
て

4

マ
岡
田
忠
二
棟

(
岡
)
十
万
円

5

高
齢
者
福
祉
に

初

マ
上
田
ガ
ス
側
様
.
五

百

万

円

社

示

会
福
祉
基
金
積
立
金
'
と
し
て

湖

(
平
成
4
年内
は
月
お
日
1
5
年
3
月
初
臼
受
付
介
)

4

[5] 
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わたしたち
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司-

「
男
性
の
料
理
教
室
」

受
講
生
募
集
し
ま
す

••• 
マ
と
き

五
月
十
三
日
閥
、
同
二

十
七
日
附
、
六
月
十
日
附
(
い
ず
れ

も
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
)
マ
と

二
ろ

働
く
婦
人
の
家

マ
対
象

男
性
に
限
り
ま
す

マ
参
加
費

千

六
百
円
{
三
回
分
)

マ
定
員

二
十

三
人
マ
講
師
山
上
恵
美
さ
ん
(
在

宅
栄
養
士
)

マ
申
し
込
み

五
月
八

日
凶
ま
で
に
働
く
婦
人
の
家
(
材
木 “女性消防隊"の愛称か決まりました。

J，~に登場する千rl'て、 「・~~躍の守護
ねい

t.rl'Jまたは r家族の安寧と繁栄

の I:;龍村IJ とされています。

※なお、女性消防隊の結成にあ

たり、隊員募集のポスタ-e制

服一式は「平成 5年度安〈じJ

の助成を受けて作りました。

・問い合わせ消防白!が持尚 (fi

⑨0119・内線21日)

di消防同仁、 1~J から新たに

火性消防隊が結成され、広<di 

bこの持さんから愛称を拡集した

とこみ、 18人のかたから介元1-72

点の応拡がありました。逃 27の

給与除、松本恵美寸亡さん(3~lJ議 

)L痢IQT)応~~の 「 うえだペナテ

ス」にiJ.とまりました。

「ペナテスJUま、ロー<frll

町

一
・
文
化
セ
ン
タ
ー
南
隣

・
2
@

2
9
8
8
)

へ
ど
う
ぞ
。

「
青
少
年
ホ
ー
ム
」
の

ク
ラ
ブ
へ
ど
う
ぞ
/

••• 
マ
対
象
市
内
に
住
む
か
、
市
内

に
勤
務
す
る
こ
十
九
歳
ま
で
の
人

円

v
申
し
込
み
勤
労
背
少
年
ホ

l
ム

(
消
防
本
部
向
か
い
側

・
宮
@

7
1

1
7
)

へ
。
受
付
時
間
は
午
後
零
時

三
十
分
1
九
時

一a

一H
一一

l
六
日
、
塩
尻
保
育
同

{
L
L

塩
此
)
の
新
附
舎
が
完
成
し

ま
し
た
。
昭
和
三
十
六
年
に
建
て

た
旧
聞
合
が
老
朽
化
し
た
た
め
に

改
築
し
た
も
の
で
す
。
問
団
の
封

観
に
A
H
っ
た

業
費
は
約
-
e

山のふもとに
明るい闘舎

一塩尻保育園が完成一

時間曜日

勤労青少年ホーム募集クラブ

募集クラブ

ホビー(イラスト ・詩)

バレーポール

時間

7:00-

BIil日募集クラブ

上田市民吹奏楽団

バドミントン

7:00-

氷 17:00-

木 17:30-

木 6:30-

木 6:30-

木 7:00-

水

マンドリン

琴

手 績

宇土交ダンス

み

7・00-

7:∞-
6:30-

火・金

火

火 17:00-

火 7:00-

水・土 6:30-

月・土

月

琢
一銭
一函

コサージュプーケ

空 手

卓

一
和

一
絵

「
甲
種
防
火
管
理
者
」

資
格
取
得
講
習
会
ヘ

••• 
マ
と
き

五
月
十
二
日
側
、
十
三

日
側
(
い
ず
れ
も
午
前
九
時
i
午
後

四
時
三
十
分
)

マ
と
こ
ろ

市
民

会

館

マ

資
格

防
火
管
理
業
務
そ

行
う
こ
と
の
で
き
る
管
理
的
な
立
場

の
人

マ
受
講
料

三
千
円
l
五
千

円

マ

申
し
込
み

四
月
二
十
日

ω

か
ら
五
月
七
日
働
ま
で
に
消
防
本
部

予
防
課

(包
@
0
1
1
9
)

へ

「
危
険
物
取
扱
者
」
の

試
験
(
乙
種
・
丙
種
)

••• 
マ
と
き

六
月
一

一十

日

間

マ

と

こ
ろ

市
内
(
会
場
は
後
日
通
知
)

マ
種
類

乙
種
お
よ
び
丙
極

マ
申

し

込

み

問

月

二
十

一
日
制
か
ら
五

月
六
日
附
ま
で
に
側
消
防
試
験
セ
ン

タ
ー
長
野
支
部
へ
郵
送
。
願
書
は
消

防
本
部
予
防
諜
(
包
@
0
1
1
9
)

に
あ
り
ま
す
。

今年に入って9件の不

審火による火災ガ発生し

ています。特にわらを置

い疋場所には混惹を。

不審火にご注意

※時聞はすべて午後

護憲
[6] 上田市の変通事故発生状況|発生件数 167件(-6)I死者数 1人(-6)I負傷者数 218人(-8)I 

( 3月末現在)



星雲月の相談
a・・h

‘・.. 

国
民
年
金
・
老
齢
福

祉
年
金
の
受
給
者
ヘ

••• 
平
成
三
年
度
よ
り
特
別
証
書
が
廃

止
に
な
り、

証
舟
の
回
収
が
年
二
同

と
な
っ
て

い
ま
す
。
同
月
下
旬
か
ら

江
川
に
か
け
て
、
以
恒
・
児
市
委
けは

が
証
川
の
川
収
に
仰
い
ま
す
。

間
円
則
文
払
分
を
受
け
取
ら
れ
て

い
な
い
か
た
は
、
同
十
め
に
郵
便
局
、
て

受
給
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
諜
(
内

会場な日

農地問題 相 談

人権 ・悩みごと相談

土地建物相談

名談相

阿武デパー ト

礼会 ~'MII'協治会

宮 岳i 2025 

|二IlIlltJL 会，，~I好

官 邸内00

談

相談

談

相

と

相

心配こ

政

律

行

州
制

1
3
6
5
・
1
3
6
6
)

郵
便
窓
口
の
取
扱
時

聞
か
変
わ
り
ま
し
た

••• 
次
の
郵
便
品
は
、
:
一川
a
-
卜

一
け

か
ら
い
江
U
4
の
と
お
り
取
岐
時
間
が
変

似
し
ま
し
た
。

マ
変
更
す
る
も
の

述
述
郵
便
、

ピ
ジ
ふ
ス
郵
使
、
屯
子
郵
便
、

引
受

時
刻
証
明
郵
便
、
国
際
電
子
郵
便、

外
国
あ
て
航
空
郵
便
、
料
金
後
納
の

'1: Ìi号 }~1 .lJ'l II~! 

(IYJ I i'{"I' :~附)

児世保有川:

宮 晶、 2000

児'ii.f弘行認

(内線1636)
→一一一
見(tii f~~ '(j 1';;1 

保有センター

E ⑫ :W)() 

談

て

談

主い

員災

相

相

相

宣

子

育子

日
刊
新
聞

・
山
口
如
、
保
作
郵
便
物
の

交

付

マ

取
扱
時
間

平
日
・

土
脳

日
は
午
前
八
時
1
午
後
八
時
、
日
開
・

2 問 休
2 ¥.、 11
7 合 は
6 わ 午
) せ liij

jし

|ょ 11キ
m¥ 
郵 !-r二
便後
同 1
..-.. 11年
宮

@ マ
î ~~~ 

広
報
フ
ァ
イ
ル

お
分
け
し
ま
す

秘
刀
流
で
は
、

「
広
報
う
え
だ
」
の
と
じ

込
み
川
フ
ァ
イ
ル

(A

l
判
)
を
、
市
民

の
脅
さ
ん
に
お
分
け
し
て
い
ま
す
。
ご
利

用
の
か
た
は
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

マ
問
い
合
わ
せ
秘
書
課

(内
線

1
1
1

「サン・ワーク上回」ご利用ください/

-・・・・4戸
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昨年、見(!U川林1111工業団地内にオープン

した 1'.111J'~I日!偏tlt純設「サン・ワーク I:III~

.t II(I(Jホール、会議案、文化教袋烹のほか、

テニスコートもあります。どうぞご利JlJを。

t>利用で怠 る人 勤労者、 -般(di外の

人も IIJ) t>利用時間 午前 9附~午後10

H、予(テニスコートは午後 5n年) t>休館日

J J 111，111、悦日の翌 fl、年末年If.i t>利用方

法手'IfIJする Ijijnまでに巾，清，H:で1((持「サ

ン・ワークト.川J(fi~9000) までどうぞ
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検査のアンケー.トも加わりましたので用紙をお送りし

ます。ご記入のうえ健康診査にお出かけくださ L、。

保健センター (市役所南斤舎 2階)

健 E参 実施日 生 重手 月 日

か J J 
5月11日 4 . 12. 16-12. 31 

4 
5月25日 5. 1. }-1. 15 

日
5月7日 .J . 6. 16-6. 30 

10 台、
5月18円 <1 . 7. 1-7. 15 

1歳 6かJJ 
5月12日 3 . 10. 16-10. 31 

5月19日 3. 11. 1-11. 15 

議
5月13日 2 . 4. 1-4. 15 

3 
5月28日 2 . 4. 16- 1. 30 

塩田母子健康センター (塩田地区)

4 か JJ I _ ~. _ . _ I"' .]2.16-5. 1.15 
I 5月14日 1

10 か月 I -， . --- I 4. 6. 16 - 7. 15 

1歳 6州 J I 5月24日 I3. 9. 16-11. 15 

川西社会福祉センター ()11西地区)

4 か月 I <1.12.16-5. 1.15 
10 か川 I5月27日 | 1. 6.16-7.15 
1歳 6か月 I I 3. 10. 16-11. 15 
3 歳 I5月21日 |元.12.1-2.5.31

~ Ifん

、、

-嶋田果歩芭ゃん
(7か月・中之条)

rベッドの上で遊ぶのが

好き。お菓子や固いもの
を食べ始めるようになり

ました』と母の傘子さん.

保健 診 tt
保健予防諜(内線 1374)

献
血
瓜
且
司
協
力
f
T
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月
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午

・
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時
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+
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部
)

-
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働
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.5月の乳鈎児健康診査

!>受付時間 いずれも午後 111寺-21時 !>持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10かH児)、歯ブラシ

( 1離 6か月児)0 1 哉 6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にある健康診査察に記入してお持ちください。 3歳児

の健康診査察は、様式が変わりました。また、視聴覚F

毎年、ゴールデンウィークはごみの最がたいへ

ん多くなります。今年の連休中はド記の tおり似

集業務を行います。

・収集日以外にごみを出すし描や犬などに荒ら

され付近が汚れます。絶対にn'，さないでください。

・燃やせるごみ、燃やせないごみの分)JIJはきちん

としましょう。

・備や犬のフンは出せません。立任もって処理を。

連休中のごみ収集日程表

• 
きれいな環境で
ゴールデンウィークを

遺体中のごみ収集

4月29日嗣 みどりの日
通常の木曜日地区のみ収集

(特別収集)

30日幽 平常どおり収集

5月IBω 平常どおり収集

2 B(日) 日 曜 日 休 み

3日開)憲法記念 日 休 み

4日ω 国民の休 日 休 み

5日(7)<) こどもの 臼 休 み

6臼附 平常どおり収集

-Di'言語藍蓬溺ilÆÞ:lIJ:I画面喧，，"~ß'ì同11:1制圃

4月29日(みどりの日)は、木曜日地区のみ収集します

[81 
上小スポーツ指導者講習会議室J府!?主主主品



税
~ E 
は
納
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限
ま
で、

納
め
ま
し
ょ
フ

-
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
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ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
金
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機
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ま
た
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収
税
課
の
窓
口
ま
で
。

-
自
治
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合
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が
あ
り
ま
し
た
ら
、
加
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ま

し
ょ
う
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E 1m 霊E盟軍軍
(中学生納税標語)

納税を取り扱う市内金融機関
金融 機 関名 :E!x 扱 庖 舗 名

上田支底、松尾町支居、染益支居、三好町支后

八 十 二銀行 塩田支脂、市役所出張所、花園出張所、常田支庖

川西支庖

さ く ら銀行 上田支庖 九

長 野 銀 行 上田支庖、三好町支庖

上回信用金庫
本庖営業居、川原柳支庖、駅前支居、大屋支庖

常磐城支居、常田支庖、塩田支居、神科支居、城南支居

長野県信用組合 上田支居、神科支居、上田原支庖

f 

上田商工信用組合 本居、海野町支居、川西支居、塩田支庖 ~ 

神川支所、豊里支所、殿城支所、神科支所、塩尻支所

上田市農業協同組合 川辺支所、泉田支所、上田支所、城下支所、室賀支所

古里支所、古舟支所、浦里支所、秋和支所

塩田農業協同組合
別所支所、西塩田支所、中塩田支所、東塩田支所

富士山支所、下之郷支所

長野県労働金庫 上田支庖

※口座振替の場合、上記の金融機関のほか、市外の支庖でもご利用になれます。

税金の相談はお早めに・.. 
手先 自

市県民税

軽自動車税

固定資産税

都市計画税

国民健康保険税

税額等の内容

市民税課

合⑫4100
収税課

内線1281--1286
有線③0611 岱⑫4100

資産税課
内線1301--

1305 
岱⑫4100 有線③0691
内線1291--1296
有線③0681

合⑫4100内線1361
国保年金課-1363、1367有線⑧0711

-軽自動車の継続検査 (車検)の

必要な車をお持ちのかたは、軽自

動車税納税証明書 (領収書)の保

管をしてください。

・税の各種証明(納税証明書、所

得証明書など)の請求には印鑑が

必要です。本人以外のかたが各種

証明を請求される場合は、本人か

らの委任状または代理人選任屈が

必要です。
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